
 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2 :  復興天守閣の根拠資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■天守閣設計：藤岡通夫 東京工業大学教授工学博士（1908-1988） 

   昭和 32 年 10 月 設計依頼 

   昭和 34 年  1 月 設計案確定 

       設計監理：株式会社建築美術研究所 

       構造設計：服部正構造計画研究所 

考証：中野敬次郎（1903-1987）[小田原市社会教育課長] 

 

■基本資料 

≪古写真≫ 

一重目の骨組みを残すのみの解体途中の古写真 

 

≪模型≫…三重天守閣と五重天守閣の模型が存在 

五重天守閣の模型…1 基 

(ア) 旧大久保家蔵（縮尺 1／40） 

三重天守閣の模型…3 基 

(イ) 東京大学蔵（縮尺 1／20） 

(ウ) 大久保神社蔵（縮尺 1／20） 

(エ) 東京国立博物館蔵（縮尺 1／20） 

（※東京国立博物館蔵模型は大久保神社蔵模型と大きさも形式も同） 

 

≪古図≫ 

五重天守閣…2 枚 

（ア）小田原藩作事方川部家に伝わる五重天守閣古図（縮尺 1／30、1／40） 

三重天守閣…2 種類 3 枚 

（イ）小田原藩作事方川部家に伝わる三重天守閣古図 2 枚（縮尺 1／40） 

（ウ）小田原藩作事方川部家に伝わる三重天守閣古図 1 枚（縮尺 1／20） 

 

 

■検討結果 

古写真、雛型模型などの資料を用い検討を重ねた結果、総体的な意匠構造は東大模型、平

面規模は大久保神社模型、高さはその両者の中間とし、地下室及び 4 階には廻縁・高欄を設

けることとした。 
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復興天守閣の根拠資料 

 

 

■天守閣設計：藤岡通夫 東京工業大学教授工学博士（1908-1988） 

 

①基本資料 

≪古写真≫ 

・一重目の骨組みを残すのみの解体途中の古写真 
（明治 3 年 1 月解体） 
（絵葉書：維新時代の小田原城「半ば取毀されし天守閣」が残るが原版は不明） 
（※上記の他、解体前の天守閣の姿を映す写真は無） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪模型≫…三重天守閣と五重天守閣の模型が存在 
五重天守閣の模型…1 基 
(ア) 旧大久保家蔵（縮尺 1／40） 
三重天守閣の模型…3 基 
(イ) 東京大学蔵（縮尺 1／20） 
(ウ) 大久保神社蔵（縮尺 1／20） 
(エ) 東京国立博物館蔵（縮尺 1／20）（※東京国立博物館蔵模型は大久保神社蔵模型と大きさも形式も同） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ア）旧大久保家蔵（縮尺 1／40）          （イ）東京大学蔵（縮尺 1／20） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ウ）大久保神社蔵（縮尺 1／20） 
 
 

（エ）東京国立博物館蔵（縮尺 1／20） 
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≪古図≫ 

五重天守閣…2 枚 
（ア）小田原藩作事方川部家に伝わる五重天守閣古図（縮尺 1／30、1／40） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三重天守閣…2 種類 3 枚 
（イ）小田原藩作事方川部家に伝わる三重天守閣古図 2 枚（縮尺 1／40） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            （ウ）小田原藩作事方川部家に伝わる三重天守閣古図 1 枚（縮尺 1／20） 
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②検討の経過 

 

 ≪検討方針≫ 
城絵図や文献のうち五重天守閣についての記録が確認できないことから、これらは実現しなかった

計画案と判断し、主に三重天守閣についての資料（三重天守に関する木造模型 3 基、図面 2 種 3 枚）

を基本に検討する。 
 

≪検討結果≫ 
三重天守閣における資料を検討した結果、法量や破風の構成などの相違点が見られたため、唯一の

古写真（明治 3 年解体）と比較を行った結果、東京大学蔵模型の一重目の構造が最も近く、また、建

築様式も宝永の頃であるとされたため本模型を復興資料として位置付けることとした。 
 
東京大学蔵模型と大久保寺神社蔵模型の比較については以下の通りである。 

模型名称 特徴 
①東京大学蔵模型 ・1 重目の張出し（石落し状）を 4 面に備える 

・屋根は桁行を入母屋、梁行を切妻とする 
・全体的に屋根の降り棟の反りが深い 

②大久保神社蔵模型 
（東京国立博物館蔵） 
 

・張出しが桁行・梁行各 1 面ずつ備える 
・屋根は全て切妻 
・屋根は全体に直線的 
・二、三重目の平面規模が東大模型よりも小さい 
・総高は東大模型より低い 

 

基本資料にみる天守の法量と復興天守法量（出典：復興小田原城天守閣 －昭和の天守閣再建－） 

 嘉永図 東大蔵模型 神社蔵模型 川辺図Ⅱ 復興天守 

初重平面 

 

17.728 

21.664 
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22.00 

18.04 

22.04 

17.40 

21.26 

18.72 

22.72 

二重平面 

 

15.001 

18.941 

15.44 

19.36 

14.18 

18.16 

13.58 

17.40 

14.22 

18.22 

三重平面 

 

12.425 

16.365 

11.82 

15.78 

10.30 

14.20 

9.80 

13.58 

10.0 

14.0 

天守櫓高 27.426 30.90 25.76 26.51 27.2 

天守台高 10.940    11.5 

総高 38.366    38.7 

単位 1間＝京間 6.5 尺 尺＝法定尺で換算 

東大蔵・大久保神社蔵模型、川辺図は実測値による 

 

③天守閣の計画案 

 

第一案（昭和 33 年 10 月 9 日） 
・一重は東大模型、二重三重は大久保神社模型とする 
・基礎の安定のために地下室をつくる 
・三重は展望台として設計し高欄をつける 
・総経費 70,176,000 円 

     
第二案（11 月 6 日） 

・大久保神社模型に基づき、屋根・破風などの一部を東大模型とする 
・地質は堅いと思うので地下室は作らない 
・総経費 64,718,000 円 

 
最終案（12 月 12 日） 

・総体的な意匠構造は東大模型とする 

・平面規模は大久保神社模型とする 

・高さは東大模型及び大久保神社模型の中間的なものとする 

・地下室を設ける 

・４階の廻縁・高欄を設ける 

（観光利用目的を加味し、4階部分の廻縁・高欄は三重目に設置することとした。） 
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『建築学会論文集（２７）』, 社団法人 日本建築学会, P.8-14, 1942 『日本の城郭体系 第６巻』,株式会社 創史社, P.469, 1980.2 
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